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 ヒト口腔粘膜上皮細胞（HO-1-N-1）ならびにヒト歯肉線維芽細胞（HGFs）を 35mm dishに 1×105/dish
で播種，24 時間後に静水圧負荷装置を用いて MS（1MPaと 3MPa, 60min）を負荷した. その後，ギ
ムザ染色にて細胞の形態的変化，WST assayにて細胞活性の変化を確認した. また Real-time RT-PCR
と ELISA を用い，炎症性サイトカインと成長因子の遺伝子発現ならびに産生とMS による細胞内シ
グナル伝達（マイトジェン活性化プロテインキナーゼ: MAPK）について検討した. 
 その結果，細胞形態と細胞活性は MS の暴露前後を比較すると，細胞形態に変化はみられなかっ
たが，細胞活性に有意な減少がみられた. MS に対する炎症性サイトカインと接着分子の mRNA 発
現では 1MPaでは炎症性サイトカイン IL-6, IL-8 発現が有意に増加し，3MPaでは成長因子 EGF, FGF
が有意に増加した. MS に対する炎症性サイトカイン，成長因子の蛋白質産生では，HO-1-N-1と HGF
は，MS に対して IL-6, IL-8蛋白量が有意に増加した. さらに HO-1-N-1と HGFは，3MPaで EGF，
FGF蛋白量が有意に増加した. MS 負荷後，細胞内伝達経路（p38 MAPK signaling pathway）では，MS
の負荷により p-38のリン酸化の亢進を認めるとともに，p-38阻害剤の添加により IL-6，IL-8産生の
増大は有意に抑制され，MS がこれら細胞の p-38 のリン酸化を活性化させていた. このような MS
による p-38 の活性化は歯槽骨由来細胞にもみられ，MS は口腔由来細胞に影響を与えていた. これ
により，咬合力などの MS は口腔粘膜の炎症性サイトカイン産生の増大が関与する可能性が示唆さ
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